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山梨県には、世界的な水素・燃料電池関連の研究機関が集積しており

緊密な産学官連携体制のもと、水素・燃料電池関連産業の剔出に

向けた取り組みを推進しています。

やまなし水弄 向けた４つの柱(41)
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山梨県では、産業界、大学・研究機関、行政が一堂に会する「山梨燃料電池産業化推進会議」において、水素・燃料電池

バレーの実現に向けた取り組みの方向性について意見・情報交換を行い、山梨県内の関係機関で構成する「やまなし

水素・燃料電池ネットワーク協議会」で産学官が連携した取り組みを推進しています。

やまなし水素・燃料電池ネットワーク協議会

取り組み内容

○ 大学シースに基づ＜研究開発の実用化支援

○ 大学シースや企業ニーズと県内企業とのマッチンブ

○ 県外企業の誘致

○ 県内企業の技術力向上に向けた支援

○ 燃料電池関連大学発ベンチャー剔出支援

○ 水素エネルギー社会に向けた実証研究及び普及啓発

○ 県内企業の人材育成（技術者養成）

水素・燃料電池関連産業の集積・育成に向けた４つの柱（41 ）

リ ーフレ ット 作成 ※

本県の水素・燃料電池関連産業の事業

環境をPR し．水素・燃料電池関連企

業等の誘致促進に向けたりーフレットを

作成

国際水 素・燃料 電池展 への出展 ※

国際水素･燃料電池展にブースを出展し、

県内企業が開発している水素･ 燃料電池

関連製品や事業環境等を国内外に情報

発信

地域 イ ノベ ーショ ン･ エ コシ ステ ム形 成プロ グ ラム（文部 科学 省助 成事業 ）

「水素 社会 に向 けた 『や まなし 燃料 電池 バレ ー』の創 成」事 業（FCyFINE ）

山梨大学のコア技術等を核に、地域内外の人材や技術を取り込み、水素・燃料電池

技術をさらに発展させて実用化し、国内外に向けて事業化

※ 厚生労働省補助事業「地域活性化雇用創造プロジェクト」

山梨県内への進出等に関する支援メニュー等は

「やまなし産業立地コミッション」ウェブサイトをご覧＜ださい。
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お問い合わせ先　 山梨県　産業労働部　新事業・経営革新支援課

電話:055-223-1565 ／ FAX:055-223-1 569 ／ E-maiL : shinJigyｏ＠preLy ａｍａｎａshi.Lg･jp



中部横断自動車道

(2019年度新東名高速道路に接続)

甲府～清水港 約60 分

甲府～富士山静岡空港 約90 分

エネルギー

・ 水素は多様な一次エネルギーから製造可能で､ 将来的な二次エネルギーの

中心として期待

・ 全国有数の長い日照時間など再生可能エネルギーが豊富

。
山 梨 県 で は 地 域 の 強 み を 活 か し て 、WI
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山梨大学

=印 叫 羽 目1

こここコ; 言 ９゛シタ‾

11 ●･●|にｰﾚ
叩!, 賢

▲ 固体高分子形 燃料電池で電気が 発生する仕組 み

京 燃料電池によりエネルギーの高効率利用が可能で、

・ 豊かな森林から生み出される豊富な水資源などの11

↓

ＣＯ２フリー水素社会の実現と水:

つ　　　　　
↑

・ 水素・燃料電池関連の研究成果の技術移転

■ 世界最高レベルの研究施設や設備を駆使した技術支援

■ 燃料電池等の開発経験を有する民間企業出身の教授・

コーディネーター等が在籍

HyＳＵＴ水素技術センター

水素技術センター

(ＮＥＤＯ事業で整備.HySU 丁が運営)

■ 水素ステーション構成機器の評価

・ 水素ステーション運営者の人材育成

※HySUT:( 一社)水素供給利用技術協会

イワタニ水素ス1

写真
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Ｊ 写真 提供：やまなし 観光推進 機構

μ|｣用が可能で、温室効果ガスを排出しない

ぶ水資源などの環境保全

'ワタニ水素ステーション甲府
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写真提供 ：山 梨大学

・ 燃料電池セルの発電性能評価機能の確立

・ 水素・燃料電池産業分野に取り組む企業への技術支援

・ 太陽光発電の不安定な部分の電力により､水素を製造する

技術（Poｗｅr-tｏ-Gasシステム）の実証研究

・ C02 フリー水素の製造･ 貯蔵･輸送･利用のサプライチェー

ンを構築

・ Poｗｅr-tｏ-Gas システムに係る機器等の実証等

水素・燃料電池関連産業 市場成長イメージ
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■ 日本が高い競争力（特許件数世界１位）を有し、今後成長が見込まれる産業分野

・ 世界的な研究機関が有する燃料電池の高性能化、高耐久化、低コスト化等に係る

技術シース等を活用した関連産業の育成

↓

l現と水素・燃料電池関連産業の集積・育成に向けた取り組みを推進

山梨県産業技術センター

燃料電池評価室 （ＮＥＤＯ事業で整備）

米倉山電力貯蔵技術研究サイト（山梨県企業局）

米倉山太陽光発電所
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写真提供 ：岩谷産業 株式 会社
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